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1994）、難民の悲劇・不正の告発（Al-Hout, B. N. 2004）、悲劇のルーツの検証（Pappe, I. 2006）や追放
後の難民の悲劇（Abu-Lughod, Lila, and Sa’di, A. H. 2007）などが研究の中心であった。これとは対照
的に、ごく最近の難民研究は、これまでの研究テーマを離れ、難民キャンプを宗教的過激主義や好戦
性を生み出す場所と描き出しているものもあるが（Rougier, B. 2007）、難民研究の中心は、法的問題
（Takkenberg, L. 1998）や強制退去問題（Grabska, k. and Mehta, L. (eds) 2008）や帰還問題（Brynen, R.
and El-Rifai, R. 2007）特に、パレスチナへの帰還権問題（Aruri, N. H. (ed.) 2001）に集中している。ま
た、レバノンのキャンプ在住難民を扱った国別研究（Peteet, J. 2005）や西岸・ガザの難民研究
（Lybarger, L. D. 2007）、そして全体的なディアスポラ（離散）コミュニティの研究（Schultz, H. L. and 
Hammer, J. 2003）などがある。またホスト国の難民認識に関する研究（Haddad, S. 2003）やUNRWAが
パレスチナ難民のアイデンティティ形成に果たした役割の研究（Bouker, R. 2003）などがある。中で
も、難民研究の現時点での到達点を示している新世代の研究者による研究が注目に値する（Knudsen,






























の 60％を占めるようになったパレスチナ難民には、1954年の国籍法で「1948年 5月 14日までパレス



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































国／地域 労働市場における差別の有無 キャンプのタイプ 近隣地区の貧困状況との比較
Egypt 有 キャンプ存在せず ⇨ 同様
Syria 無 開放的空間 ⇨ 同様
Jordan 無 開放的空間 ⇨ 同様
Gaza Strip 無 半閉鎖的空間 ⇨ やや高い
West Bank 無 閉鎖的空間 ⇨ 高い
Lebanon 有 閉鎖的空間 ⇨ 高い
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あり、キャンプから多くの学生が通っている。そのような学校には Sheikh Abdullah al-ShahhalやAl-
Sahab Islamic FoundationによるAl-Hidaya al-Islamiyyaやムスリム同胞団の学校やイスラーム大学があ













































































































































を感じることから、phantom sovereigntyと呼んだ（Hanafi , 2010）。
12） UNRWAは第一次インティファーダの時にさらに積極策を行ったことに注目すべきである。それはアドヴォカ
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